
　　　日時：令和４年３月18日（金） 午後３時～午後５時

　　　場所：三宮研修センター ８階805会議室

１．開  会

２．交通事業管理者あいさつ

３．議　事

 (１)　交通局からの報告事項

① データを活用したバス路線のあり方に関する基本的な考え方（案）・・・７ページ

② 令和４年度神戸市交通局予算（案）の概要 ・・・16ページ

（２） その他

４．閉  会

第103回神戸市交通事業審議会 会議次第
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データを活用したバス路線のあり方に関する基本的な考え方（案） 

 

１ 市民意見募集結果の概要 

（１）意見募集の期間 

令和３年 12 月 22 日（水）～令和４年２月９日（水） 

 

（２）提出された意見 

13 件（７通） 

 

  内訳） 

   ・基本的な考え方の総論について   ４件 

   ・基本的な考え方におけるルート・便数について ２件 

   ・個別のバス路線について    ４件 

   ・その他神戸市バス（交通局）について  ３件  

  

 

２ 詳細資料 

  ・「データを活用したバス路線のあり方に関する基本的な考え方（素案）」 

市民意見に対する本市の考え方 

８ページから 11 ページのとおり 

 

 ・データを活用したバス路線のあり方に関する基本的な考え方（案） 

12 ページから 15 ページのとおり 

 

３ 今後の予定 

  令和４年３月中に「基本的な考え方」の策定・公表 

 

資料１ 
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「データを活用したバス路線のあり方に関する基本的な考え方（素案）」 
市⺠意⾒に対する本市の考え方 

 
○募集期間：令和３年 12 ⽉ 22 ⽇（⽔）〜令和４年２⽉９⽇（⽔） 
○ご意見数：13 件（７通） 
※ ご意見は、趣旨を損なわない程度に要約していますので、ご了承ください。 
 

 意見の概要 本市の考え方 

「基本的な考え方」の総論について 
1 データを活用したバス路線の見直しによってより利用実態にあったバ

ス路線網になると感じられた。この考え方には賛成する。 
客観的なデータから利用状況を把握するとともに、市⺠・利用者の声

や地域の実情も踏まえながら、持続可能な市バス路線を目指します。 
2 現在得られるデータは「路線ありき」で、潜在的ニーズを完全には反

映していないと考える。 
例）灘区五毛通の居住者が通勤で阪神電車を利用したい場合の市バス

経路が無い 

潜在的ニーズについては、従前のとおり地域の声を聞くことに加え、
携帯電話の位置情報など様々なデータも活用しながら研究していきま
す。 

3 バス利用者の心理を考えてほしい。 
例１）出来るだけ短時間で目的地に到着したい（住宅地内の巡回を最
小限に止める） 
例２）渋滞の多い交差点を避けた運行経路 
例３）坂の上下を中心にした経路 

交通局には「目的地には短時間で行きたい」、「坂を上る路線がほし
い」という利用者の声も寄せられており、また「お客様の声はがき」や
メールなどでのご意見・ご要望も踏まえながら、よりニーズにあった路
線設定を目指します。 

4 素案の背景にある「公共交通の・・・・発展を支えていく必要があり
ます」の立場を守ってほしい。ただ運転士不足は待遇が悪いからで待遇
改善で解消できる問題と考える。市⺠の足としての役割を果たすために
は、市の一般財源からの投入実現を真剣に働きかける交通局になってく
ださい。 

バス運転士不足の問題は、若年層の運転免許取得者の減少など多くの
要因があり、公営バス事業者、⺠間バス事業者を問わず、全国のバス事
業者が直面している問題です。 

本市においても、運転士不足対策として、採用要件の緩和や短時間勤
務職員の活用などに取り組んでいます。 
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また、交通局は地方公営企業として、⺠間事業と同様、基本的に利用
者からの料金収入で運営していますが、代替交通がない路線などに対し
ては市から一般財源を繰り入れています。 

「基本的な考え方」におけるルート・便数について 
5 市バスは公共交通なので鉄道と一体で考えてほしい。  

市バスは南北の直線的経路をメインにするべき。 
案１）登山観光客に人気の摩耶ケーブルと王子公園駅・JR 灘駅を直線
的に運行する 
案２）鶴甲団地と阪神電車を繋ぐのであれば、阪急六甲駅・JR 六甲道
駅・阪神新在家駅を直線的に運行する 

市バスと鉄道との接続はルートとダイヤの両面を考慮する必要がある
と考えています。 

また、本市の場合、高低差のある南北をつなぐ経路は重要であると考
えており、「基本的な考え方」の「ルート設定のポイント」においても、
「坂など高低差のある地域を適切に結ぶルートにする」こととしていま
す。  

今後、いただいたご意見も参考としながら路線を検討していきます。 
6 全路線を現存の大型バスにすると、運転士不足や乗客の少ない地域で

は採算が取れないため、主要駅から遠いが利用者が少ない地域は、普通
免許でも運転出来る大きさの車両にしてはどうか。それなら、運転士も
増やせるのではないかと考える。 

利用者の少ない地域を少し広い範囲で走らせ、利用したい人はバス停
以外でもタクシーの様に手を上げたら乗れるようなバスが理想です。 

「基本的な考え方」では、「運行を通して車内の人数が 10 人を下回る
など、大型バスの車両でなくても運ぶことのできる利用状況の場合は、
地域の実情に応じた規模の交通手段による代替を検討」することとして
います。 

地域の実情に応じた規模の交通手段は、例えば、タクシー車両を活用
した地域コミュニティ交通の導入などが考えられ、この場合、ご提案の
とおり普通二種免許で運転でき、近年問題が深刻化しつつあるバス運転
士不足の課題解決につながると考えられます。 

このような地域の実情に応じた規模の交通手段による代替も検討しな
がら、バス路線網の持続可能性を高めていきます。 

個別のバス路線について 
7 ルートについて、私たちの地域から甲南医療センターに通院する際、

鴨子ヶ原から甲南医療センターへ直接行けるバスは８時台だけで、他の
時間帯はまず阪急御影まで乗り、そこで逆に鴨子ヶ原方面行きのバスを
待ち乗り換えて引き返さねばならないため、39 系統を８時台のように、

個別の路線については、「基本的な考え方」に加え、実情を踏まえ、今
後適切に検討を進めていきます。 

現状、39 系統については、深田池以北は坂道でカーブが連続する狭隘な
道路事情であり、特に甲南医療センター前〜鴨子ヶ原２〜蓬莱山荘の間お
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阪急御影から神大附属校経由鴨子ヶ原行きに変更していただきたい。  よび神大附属前〜甲南医療センター下は、バスとバスが対向するとすれ違
うことができない箇所が多いため、利用の多い甲南医療センター前を先行
する一方向での運行としています。 

通学時間帯に運行している学校先行まわり（反時計まわり）は、神大附
属中等教育学校の通学利用者が多数乗車したまま甲南医療センター前を
先行すると、通勤利用者の時間帯とも重なり十分乗車できないため、朝の
50 分間程は学校先行の運行としています。 

8 データにあらわれない地域の実情を充分汲み取ってほしい。私たちの
地域は、鉄道のない、急な坂の地域、道路は急カーブ急坂が続いてお
り、高齢者の多い地域です。市バス 38・19・39 系統が大幅に減らされ
て不便を強いられている地域です。データ数では利用数が少なく出てい
ても利用ニーズは高いです。減便・不便・不利用の悪循環があります。
特に 39 系統の増便（復便）は切実です。 

「基本的な考え方」では IC カード 2 タッチ化により得られる乗降デー
タなど客観的なデータをルートや便数の設定に活かすための基本的なポ
イントを記載していますが、データだけではなく、地域の実情も考慮し
て路線を検討していきます。 

9 時間帯ごとの車内状況の目安のＢはありがたい。Ａ・Ｃについては
31・38・19・39 系統のルートはつり革に掴まることで安全とはいえ
ず、全員着席とポール掴みで乗れる人数を目安にしないと危ない。 

「時間帯ごとの車内状況の目安」については、利用者の年齢層や乗車
目的などの利用状況に加え車内の混雑状況も勘案することとし、例えば
B の区分では「高齢者・通院利用者に配慮し、全員が着席できる」こと
を「車内状況の目指す方向」としています。 

路線や時間帯によって利用状況は様々であるため、A、B、C のどの区
分を適用するかは、今後、交通局で検討していきます。 

10 ⻄鈴蘭台駅前から北五葉方面のバスを、せめて 30 分に一本は運行して
ほしい。 

「基本的な考え方」における「路線（ルート・便数）の考え方」は、
市バス路線を対象にしています。 

ご要望の路線は市バス路線ではないため、当該路線の運行事業者に対
して、ご要望の内容をお伝えしました。 

その他神⼾市バス（交通局）について 
11 神⼾市交通局の市バスのドライバーの意識改革する事が優先事項であ

りデータを活用したバス路線を導入したところで市バスによる交通事故
市バスでは、平成 31 年４⽉に発生させた重大事故を受け、全運転士に

対し、基本動作の徹底、運輸の安全の向上について、外部より講師を招
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は全く減らないと考える。 き緊急教育研修を実施するとともに、改めて接遇マナー等についても徹
底しているほか、添乗調査の強化や個別指導を交えながら、安全性・サ
ービスの向上に取り組んでいます。 

総事故件数、有責事故件数とも減少傾向であり、引き続き事故ゼロを
目指して安全性向上への取り組みを徹底していきます。 

12 神⼾市は市バスの利用者を減らす制度改悪をやめ、利用者を増やすた
めに、⺟子家庭、低所得者への無料パスを復活すべき。 

北区、⻄区など遠距離に負担が増大する「半額負担」廃止し、従前の
定額制を復活すべき。 

「基本的な考え方」はきめ細かで持続可能な交通環境の形成に向け、
データを有効活用し、利用状況に応じた適切なバス路線（ルート・便
数）の検討を行うために策定しようとするものです。 

策定後は、市⺠の声や地域の特性・実情を踏まえつつ、様々なデータ
からも移動ニーズを的確に捉え、より利便性が高く、将来にわたって持
続可能なバス路線網の構築を目指すことにより、公営交通としての役割
を果たしていきます。 

なお、敬⽼優待乗車制度・福祉乗車制度については⻑期にわたって制
度を維持していくため、令和２年 10 ⽉に制度変更を行ったところです。 

13 市バス路線の⺠間委託、縮小・廃止をやめ、営利優先でなく、地方⾃
治法にもとづき、市⺠の足・公共交通に責任を持つべき。 

市バス事業は、人口減少・超高齢化の進展や新型コロナウイルス感染
症の拡大に伴う行動変化などにより利用者が減少しており、今後も一層
厳しくなることが予想されます。 

⺠間委託は、市バスが「市⺠の足」としての役割を継続的に果たして
いくため、経営の健全化に資する手法として実施するものです。⺠間委
託を行っても、路線の経営責任は交通局にあり、公営交通として責任を
もって運営していきます。 
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令和４年●⽉ 神⼾市・神⼾市交通局 

データを活用したバス路線のあり方に関する基本的な考え方（案） 
 

１．背景 

地域の安心・快適なくらしを支えるとともに、持続可能なまちを実現するためには、公共交通網の維
持・充実が必要不可欠です。 

近年、本格的な人口減少・超高齢化の進展による生産年齢人口の減少により、一部の鉄道やバス・タク
シーの利用者が減少するなど、公共交通を取り巻く環境はより厳しいものになっています。 

特に、市⺠の足の中核を担う路線バス事業においては、全国的な大型二種免許※保有者の減少に伴い、
運転士不足・高齢化が深刻な状況で、他都市では運転士不足によって⿊字路線であっても減便される事例
も生じており、路線バス事業の維持が重大な社会課題となっています。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響による外出機会の減少や、テレワークの進展などの生活様式
の変化による利用者の減少など、路線バス事業は今後一層厳しくなることが予想されています。 

一方、高齢者の運転免許の返納など地域の移動手段の確保のほか、外出機会の創出によるまちのにぎわ
いづくりや健康増進など、公共交通に対する社会的要請はますます増大しており、市⺠の足としての役割
を果たす路線バスを維持・充実し、市⺠の豊かなくらしとまちの発展を支えていく必要があります。 

【参考】全国の大型二種免許保有者の推移 
 
 
 
 
 
 
 

出典│警察庁「運転免許統計」

【参考】神⼾市内バス事業者への運転士不足に関する
アンケート結果（11 者） 

 
 
 
 
 
 

出典｜令和元年度神⼾市独⾃調査

 ※大型二種免許 大型⾃動車（乗車定員 30 人以上、総重量 11 トン以上、最大積載量 6.5 トン以上のいずれかに該当する車
両）を旅客運送するために、必要な運転免許。 

 

２．持続可能なバス路線網の構築に向けて 

将来にわたって、持続可能なバス路線網を構築するためには、移動ニーズを的確に捉えることに加え、
限りある運転士や車両を適切に配分する観点を踏まえたルート設定や増便減便を含むダイヤ調整など、適
切な路線設定を行っていくことが不可欠です。 

そのためには、市⺠の声や地域の特性・実情を踏まえつつ、客観的な様々なデータからも、例えばどの
停留所からどの停留所への移動が多いのかといった利用状況を把握するとともに、その利用状況を広く共
有することで、市⺠と共に路線バスを考え、そして支えていくことが重要です。 

神⼾市バスでは令和３年３⽉から、乗車時と降車時に IC カードをタッチする「IC カードの２タッチ
化」を開始し、個別のバス便ごと、停留所ごとの乗降者数を⽇々取得できる環境を整えました。 

12



 

これにあわせて、神⼾市・神⼾市交通局では、市⺠の足を守り、地域のくらしを支えるため、利用状況
や路線沿線地域の人口をはじめとする様々な科学的なデータを活用した市バス路線分析を令和２年度から
３年度にかけて進め、このたび、持続可能なバス路線の構築に向けた「基本的な考え方」としてとりまと
めました。 

【市バス路線分析に活用したデータ一覧】 
分類 活用したデータ 

路線の概況に関するデータ 
運行距離／接続する駅までの運行距離／単一路線距離／運行時分運行本数／停留所数／路
線の特徴（循環／近郊区／共同運行／出入庫区間／単一駅接続／大規模ターミナル駅接続
／同一鉄道内複数駅接続／複数鉄道間接続） 

路線沿線地域の概況に関するデータ 
路線沿線人口／駅周辺を除く路線沿線人口／周辺滞在人口／周辺流入人口／周辺施設（学
校）／周辺施設（病院）／周辺施設（商業施設）／周辺施設（駅）／停留所標高 

市内の人の分布・移動に関するデータ 
メッシュ別滞在人口／人の移動（モバイルデータ）／人の移動（パーソントリップ調査）
／人の移動（大都市交通センサス） 

路線の利用状況に関するデータ 
乗降客数（ＯＤ調査）／乗降客数（ＩＣデータ）／年齢層／利用目的／券種／ 乗継状況／
平均車内人数／最大車内人数／まとまった乗降のある停留所の有無／平均乗車キロ／実車
走行キロ／営業係数／収支差 

 

 

３．路線（ルート・便数）の考え方 

以下の考え方のほか、実情を踏まえ、交通事業者（神⼾市交通局）において適切に検討します。 

（１）ルート 

運行距離や本数といった路線の概況に関するデータや、周辺施設や停留所標高といった路線の沿線地域
の概況に関するデータなど、様々なデータを用いて神⼾市バスの分析を行い、よりよい路線の特徴や改善
可能性のある項目を確認することができました。 

今後、これらを踏まえ、ルート新設や再編においては、以下の考え方をもとにより利便性が高く、持続
可能性を高めるルート設定を目指します。 

 【ルート設定のポイント】 
  できるだけ鉄道駅徒歩圏以外のバス路線沿線人口が多くなるルートにする（イメージ１） 
  主に循環路線※で見られるような、鉄道駅周辺を運行し、鉄道駅徒歩圏以外のバス路線沿線人口が

少ない路線は改善を検討する（イメージ２） 
  多くの利用がある施設を適切に結ぶルートにする（イメージ３） 
  坂など高低差のある地域を適切に結ぶルートにする 
  １路線あたりの運行時間は 45 分以内を目安とする 
  路線の重複区間が⻑く、重複区間内のみでの利用割合が高いエリアは、 

周辺路線間の適切な役割分担について検討する（イメージ４） 

 ※循環路線 始発停留所と終着停留所が同一である路線。 
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（イメージ１） 
バス路線沿線人口が多い 

 

（イメージ２） 
鉄道駅徒歩圏以外のバス路線沿線人口が少ない 

 

（イメージ３） 
多くの利用がある施設を結ぶ 

 

（イメージ４） 
重複区間が⻑く、その区間内の利用割合が高い 

 

（２）便数 

車内の混雑状況を考慮しつつ、利用状況に応じた適切なバス車両・運転士配置となる便数とすることで
持続可能性を高めるバス路線を目指します。各バスの利用状況は IC カードの２タッチデータ（乗降デー
タ）により、⽇々取得できるようになったことから、それぞれの路線の利用状況を定期的に周知・共有す
ることで、市⺠と共に持続可能なバス路線を目指します。 

① 利用状況の周知 

⽇々取得できる２タッチデータにより、以下の利用状況に関する項目をホームページやバス停などで
定期的にわかりやすく公表していきます。 

【利用状況に関する項目例】 
・系統 ・時間帯 ・利用者数 など 

② 利用状況に応じた便数調整 

利用者の年齢層や乗車目的などの利用状況も考慮し、路線や曜⽇・時間帯ごとに、車内の混雑状況を
踏まえながら、持続可能な便数設定を目指します。 

【便数調整のポイント】 
  時間帯ごとの車内状況の目安（P.4）を踏まえ、増減便を検討する 
  特に減便の検討にあたっては、現状のダイヤや路線の特性、地域事情のほか、 

減便後の車内の混雑状況などを考慮する 
  便数調整の可能性がある場合は、対象路線を事前に周知するとともに、 

原則として一定の期間を設け、利用状況の動向を踏まえたうえで実施を判断する 
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【時間帯ごとの車内状況の目安】 

区分 時間帯 
車内状況の 
目指す方向 

車内状況イメージ 

Ａ ラッシュ時 

混雑状況下にお
いても、全員が着
席またはつり革・
ポールに掴まる
ことができる。 

 

   
※最大 55 人程度（座席 27＋つり革 12＋ポール 16） 
 

Ｂ ９時〜14 時頃 
高齢者・通院利用
に配慮し、全員が
着席できる。 

 

  
※最大 27 人程度（座席 27） 
 

Ｃ それ以外 

全員が着席また
はつり革・前方ポ
ールに掴まるこ
とができる。 

 

   
※最大 45 人程度（座席 27、つり革 12、前方ポール６） 
 

※定員 77 人（座席 27、立席 49、乗務員１）、つり革 12、ポール 16 の大型バスの場合を想定した目安 

  路線の機能や利用状況に応じ、交通事業者（神⼾市交通局）において、各路線の時間帯区分（区分
Ａ、Ｂ、Ｃ）を検討します。 

  運行を通して車内の人数が 10 人を下回るなど、大型バスの車両でなくても運ぶことのできる利用
状況の場合は、地域の実情に応じた規模の交通手段による代替を検討し、よりきめ細かで持続可能
な交通環境の形成を目指します。 
 
【参考】車内人数が 10 人未満の状況 
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令和４年度神戸市交通局予算（案）の概要 

１．令和４年度神戸市交通局予算（案）の概要 

（１）自動車事業 

                                （単位：百万円、税込） 

 令和３年度 令和４年度 増 減 

収入 10,477 11,263 786 

うち乗車料収入 9,157 9,573 416 

支出 11,485 12,109 624 

純損益（税抜） Δ 1,016 Δ 902 114 

累積損益（税抜） Δ 2,466 Δ 3,368 Δ 902 

・令和４年度予算は単年度赤字（Δ 9.0 億円）を計上 

 

企業債残高 8,149 9,228 1,079 

累積資金過不足額 Δ 1,718 Δ 1,717 1 

資金不足比率（％） 19.6 18.8 Δ 0.8 

・資金手当てとして、新型コロナによる減収見込みへの補填としての特別減収対策

企業債の発行（7.1 億円）により、累積資金不足額は 17.2 億円、資金不足比率は

18.8％となる見込みである。 

乗車人員と乗車料収入の推移 
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（２）高速鉄道事業 

                               （単位：百万円、税込） 

 全線 

 令和３年度 令和４年度 増 減 

収入 23,878 24,194 316 

うち乗車料収入 18,295 18,696 401 

支出 26,878 27,230 352 

純損益（税抜） Δ 4,142 Δ 4,197 Δ 55 

累積損益（税抜） Δ 81,500 Δ 85,697 Δ 4,197 

・令和４年度予算は単年度赤字（Δ 42.0 億円）を計上 

 

企業債残高 173,766 179,063 5,297 

累積資金過不足額 3,823 2,270 Δ 1,553 

 

乗車人員と乗車料収入の推移 
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【線別収支状況】 

（単位：百万円、税込） 

○西神・山手線、北神線 

 令和３年度 令和４年度 増 減 

収入 19,069 19,397 328 

うち乗車料収入 16,019 16,343 324 

支出 18,736 19,514 778 

純損益（税抜） Δ 884 Δ 1,208 Δ 324 

累積損益（税抜） 28,757 27,549 Δ 1,208 

 

企業債残高 84,397 95,877 11,480 

累積資金過不足額 61,485 66,704 5,219 

（参考）乗車人員（人／日） 222,823 229,666 6,843 

 

○海岸線 

 令和３年度 令和４年度 増 減 

収入 4,808 4,797 Δ 11 

うち乗車料収入 2,276 2,352 76 

支出 8,143 7,717 Δ 426 

純損益（税抜） Δ 3,258 Δ 2,989 269 

累積損益（税抜） Δ 110,257 Δ 113,246 Δ 2,989 

企業債残高 89,369 83,186 Δ 6,183 

 

累積資金過不足額 Δ 57,661 Δ 64,434 Δ 6,773 

ランニング収支（税抜） Δ 537 Δ 484 53 

（参考）乗車人員（人／日） 43,840 45,436 1,596 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大による乗車人員の大幅な減少により、海岸線の 29.9 億円

の赤字に加え、西神・山手線、北神線についても令和 3 年度に引き続き赤字(Δ 12.1 億

円)を計上 

・海岸線ランニング収支の均衡に向けた取り組みをすすめた結果、令和元年度は 2.2 億円の

赤字まで縮減したが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、令和 4年度予算では

4.8 億円の赤字を計上している。 
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２．令和４年度の主な取り組み 

１．安全・安心・信頼の確保  

（１）再発防止に向けた研修・取り組み 

「4.21 三宮重大事故」を過去のものとして風化させないため、毎年４月 16 日～５月 15

日を「市バス事故ゼロ・安全安心運転推進月間」に設定し、“４月 21日を忘れない取り

組み”を引き続き実施する。さらに、当時の事故の状況をパネルや新聞記事等で展示した

研修施設「安全の礎」を設置し、採用時や研修の機会等に積極的に活用することで、「二

度と事故を起こさない」という意識を全ての職員に徹底する。  

また、事故分析や再発防止対策等について、多角的な視点での議論を行い、現場へフィ

ードバックすることで、安全運行の徹底を図る。 

再発防止のための市バス運転士に対する取り組み（ソフト面）並びに市バス車両に関す

る取り組み（ハード面）をあわせて進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

（２）新型車両の導入 

西神・山手線、北神線の車両全編成の更新を行う。既に

契約済みの 28 編成については令和４年度に６編成を導入

することで更新を完了する。合わせて、令和５年度には旧

北神車両分として１編成を更新し、全車両を 6000 形（新型

車両）に更新する。 

▲6000 形車両 

 

 

（３）西神・山手線、北神線ホームドアの設置 

駅ホームからの転落や車両との接触事故を防止するた

め事故の防止に有効なホームドアを、西神・山手線、北

神線全駅に令和５年度末までに設置する。なお、ホーム

ドアの設置に伴いダイヤ改正を行う。 

 

 

（４）西神・山手線駅施設の老朽化対策 

西神・山手線は駅施設の老朽化が進んでいるため、順次改修を行っていく。令和４年度
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については、引き続き新長田駅の大規模改修および板宿駅改修の基本設計・実施設計を進

めていく。 

また、令和３年度に長田駅で行った壁や天井の清掃、再塗装や補修などを美装化のモデ

ルと設定し、他の駅でも進めることで、ご利用いただきやすい駅づくりを進める。 

 

（５）地下鉄駅施設のユニバーサル対応の推進 

ユニバーサルデザインに配慮した施設の整備を進めていく。令和４年度は、三宮駅東エ

レベーターの改造、湊川公園駅西口エレベーター設置のほか、妙法寺駅や上沢駅のエレベ

ーターについても現在のバリアフリー基準に適合したエレベーターに更新を行う。 

 

２．快適で質の高いサービスの提供 

（１） 定期券購入の利便性向上 

① 定期券購入に伴う WEB 予約サービスの導入 

お客様が WEB で新規定期券の予約を行い、自動定期券発売機で発券・決済できる

サービスを令和５年３月末に導入することで、定期券発売所の混雑緩和、お客様の

利便性向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自動定期券発売機の設置拡充 

定期券 WEB 予約サービスの導入に伴い、予約サービスで申し込んだ定期券の発券・

決済を行う自動定期券発売機の設置拡充を行い、サービス利用率を高める。 

・令和４年度設置予定駅:三宮駅・名谷駅・妙法寺駅・学園都市駅・西神南駅 

西神中央駅・谷上駅(新)・阪神御影駅(新） 

 

（２）市バスポイントサービスの運用 

ご利用額に応じたポイントを市バス・山陽バスの乗車時にご利用いただける制度として

令和３年４月に開始した市バスにおける乗車ポイントサービスを引き続き運用する 

さらなる周知に努めることとあわせて、市バス専用カードや市バス磁気定期券の利用終

了のほか、乗車券のデジタル化など新たな施策の検討を進め、ＩＣ化率のさらなる向上を

めざす。 
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   （３）地下鉄ポイントサービス導入による利便性の向上 

より便利に使いやすいサービスとして、またIC化率の向上を目指して、令和６年度中に

ICカードを活用した地下鉄ポイントサービスを導入するためのシステム開発に着手する。

導入にあたっては、現在の乗車券や割引サービスからの移行に加え、より効果的なポイン

トサービスも検討し、分かりやすく使いやすいサービスへと再編を図る。また、市バスポ

イントサービスや他の民間交通事業者とのシームレスな連携についても検討していく。 

（検討の方向性） 

・回数券、New U ラインカード⇒地下鉄ポイントサービスへの移行を検討 

・地下鉄磁気定期券⇒IC 定期券への移行を検討 

 ・利便性の高い新たなサービスの検討 

 

（４）お客様サービス・マナーの向上 

 市バスでは、お客様から寄せられるサービス・マナーに関するご意見やご要望を分析し、

市バス各営業所間で情報共有するとともに対応を協議検討し、市バス全乗務員に周知す

る。また、乗務員研修等で、自動車運転士ハンドブックにもとづいた接遇・マナー教育を

行う。さらに、市バス部門以外の管理職も加わった添乗調査の結果に基づく個別指導を強

化するとともに、優良運転士には、表彰制度（グッドドライバー賞）や「サンキューカー

ド」の交付によりモチベーションアップを図る。 

 地下鉄では、市バスと同様にお客様からのご意見等を逐次共有して改善に活かすととも

に、外部講師による接遇研修、定期教育訓練におけるマナー研修を引き続き実施し、市バ

スとあわせて一層のサービス・マナー向上を図る。 

 

（５）地下鉄駅出入口への大型サイン（ロゴマーク）設置 

地下鉄駅の地上出入口に、デザイン性にも配慮した共通デザ

インの大型サインを設置することで、駅の出入口をわかりやす

くし、イメージアップを図る。令和３年度に大倉山駅へ設置し、

引き続き他の駅への設置を進めていく。 

▲大倉山駅の大型サイン 

   （６）ホームページのリニューアル  

お客様にとって、わかりやすく、アクセスしやすい案内の充実や情報発信を行うため､サ

イト構成を見直し、使い勝手・使い心地の良いホームページへリニューアルする。民間企業

と協働して行った「Urban Innovation KOBE」による実証実験の結果を踏まえ、乗換案内や

運行ダイヤなど、多くのお客様が求める情報に簡単に早くアクセスできるよう改善するこ

とで、お客様満足度をさらに高め、市バス・地下鉄の利用促進を図る。 
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３．「市民の足」の確保                    

（１）市街地中心部における移動利便性の向上策の実施（実証実験 三宮・エリア 110） 

三宮都心部（駅ターミナルから概ね1km圏内）において、エリア内停留所間の市バスを

ICカードでご乗車いただいたお客様誰もが、均一料金110円となる実証実験「三宮・エリ

ア110」を令和４年４月１日から実施する。 

移動に関する新たなライフスタイルを提案することで市バス乗車機会の拡大を目指す

とともに、IC化率のさらなる向上を図る。市全体で進めている三宮再整備、都心の回遊性

向上とも歩調をあわせ、市のまちづくり施策に寄与する。 

（目標利用人数：年間13万人の乗客増） 

 

 

 

 

     

▲「三宮・エリア 110」対象エリア     ▲「三宮・エリア 110」ロゴマーク 

 

（２）市バス IC カード２タッチ化による乗降データの活用とデータに基づく持続可能な路線

バス網の構築に向けた取り組み 

令和３年３月からの市バス IC カード２タッチ化により、１便ごとのご利用状況の把握

が可能となったため、「ご利用状況の見える化」として、系統や時間帯ごとの各停留所間

におけるご利用状況をホームページに公表し、周知を進める。 

また、令和３年度中に策定予定の「データを活用したバス路線のあり方に関する基本的

な考え方」に基づき、新長田バスロータリーの整備（令和６年度予定）に伴う新長田駅を

中心としたバス路線の再編など、乗降データを有効に活用したバス路線・ダイヤ編成に向

けての検討を進めていく。 

 

（３）バス路線新設および変更等 

系統 運行区間 内 容 備考 
90 系統 
廃止 

石屋川・石屋川車庫前～

水道筋 3～阪急王子公園

～布引～地下鉄三宮駅前

～新港町～メリケンパー

ク～中突堤中央ターミナ

ル 

令和 3 年度から Port Loop によるウォーター

フロントエリアへのバス路線運行が開始した

ことに伴う路線の廃止 
【参考】運行本数：平土休 6 往復 

令和 4 年

4 月 1 日

実施予定 
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100 系統

延伸 

JR 六甲道～水道筋 3～阪

急王子公園～JR 灘～日

赤病院から HAT 神戸・灘

の浜～阪急王子公園～水

道筋 3～JR 六甲道【循環】 

90系統の廃止による交通空白地の解消と利便

性の向上を図るための路線の延伸 

【参考】 

運行本数：平土休 11 往復 

※循環運行から往復運行に変更 
2 系統 

延伸 

JR 六甲道～阪急六甲～

青谷～布引～地下鉄三宮

駅前～三宮センター街東

口～三宮神社（元町１丁

目） 

磯上体育館のオープンに合わせて、一部便を

「磯上公園前」に延伸 
【参考】運行本数：8 往復（予定） 

令和 4 年

7 月実施

予定 

 

（４）シティー・ループ、山手線のサービス拡充 

   令和４年４月より、「シティー・ループ」および「山手線」については、民間事業者の

自主運行として、そのノウハウを活かすことでサービス拡充を図る。 

また、経済観光局・都市局等とともに事業者との連絡調整会議を設置・開催し、情報共

有のうえ、適切な事業実施、さらに充実したサービスの実現に関して定期的に協議を行う。 

＜シティー・ループにおけるサービス拡充＞ 

・神戸観光の広告塔・インフルエンサーとなる案内ガイドの添乗やダイヤの拡充 

・２階建てオープントップバスである「SKYBUS KOBE」による、ルートや乗車券を  

シティー・ループと連携させた定期観光バスの運行 

・１日乗車券（シティー・ループと Port Loop ）の値下げ  など 

  ＜山手線におけるサービス拡充＞ 

・現在の運賃制度を継続したうえでダイヤの拡充 

・１日乗車券の通用区間として山手線全線を追加 

・地元商店街等との連携等   など 

 

４．神戸のまちづくりへの貢献  

（１）燃料電池バスの導入 

水素スマートシティ神戸構想を掲げているな

か、公営交通として率先して燃料電池バスを導入

し、CO2や環境負荷物質を排出しないクリーンな路

線バスを運行することで、水素社会の推進に貢献

する。 

なお、運行にあたっては、より多くの方にご利

用いただけるような運用方法を検討していく。 

 

（２）市内公共交通サービスのシームレス化の推進 

令和３年４月から、市バス普通区 IC 定期券について、普通区内の神姫バスおよび連節

バス（Port Loop）にも乗車できることとしているが、これに加え、令和４年４月から期

間限定でシティー・ループ線も半額でご利用いただける「市バス普通区 IC 定期券拡大キ

ャンペーン」を実施し、市バス普通区定期券の付加価値と市民サービスの向上を図る。 

また、市バスで実施している乗継割引制度の神姫バスへの導入に向けた協議・検討を進

め、市内公共交通サービスのシームレス化を推進していく。 
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（３）西神・山手線拠点駅（三宮・名谷・新長田・西神中央）のリノベーション 

①三宮駅東コンコースリニューアル 

都心三宮再整備事業および「さんちか」のリニ

ューアルに合わせて、西神・山手線三宮駅東コ

ンコースの内装（床・壁・天井等）及び大型デジ

タルサイネージの設置などのリニューアルを行

い、都心三宮の拠点駅の魅力向上を図る。 

（令和５年度完成予定） 

 

 

改札前から各連絡通路へのイメージ▲ 

 

   ②名谷駅ビルのリニューアル及び拡充（駅ビル北館の新設） 

「リノベーション・神戸」の一環として、名谷駅ビルの改修にあわせ、駅の北側に駅ビ

ル北館を新設し、テナント再編等による利便施設の拡充に取り組む。 

令和４年度：北館新設工事の実施 

令和５年度：北館オープン 

駅ビル本体リニューアル工事着工    

令和６年度：全体リニューアル完成 

 

 

名谷駅ビルリニューアルイメージ▲ 

  

③新長田駅リニューアル 

拠点駅の魅力アップの観点からデザイ

ン性を重視したリニューアル案を市民の

声を取り入れた上で決定した。令和５年

度中の完成に向けて工事を進める。 

 

 

       

 

▲新長田駅 改修デザイン（コンコース） 

 

④「（仮称）エキソアレ西神中央」の全館オープン 

百貨店ビルは、令和４年４月に駅前商業施設

「（仮称）エキソアレ西神中央」として全館リニュ

ーアルオープンする。２～４階に入居する予定の

生活雑貨やライフスタイル型書店などの核テナン

トを中心にこれまで以上に魅力的な施設を目指

す。 

                        （仮称）エキソアレ西神中央店内イメージ▲ 
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（４）西神車庫用地の利活用 

北神線の市営化による現在の３車庫体制について、車庫運用の最適化等により名谷、谷

上の２車庫体制とする。今後、廃止する西神車庫用地の一部を有効活用して、西神中央エ

リアの活性化を図り、リノベーション神戸に貢献していく。 

     ・令和４年度：サウンディング調査等の実施 
     ・令和７年度当初：西神車庫の廃止 
     ・令和８年度以降：利活用の実施 
 

（５）伊川谷用地の利活用 

伊川谷エリアの活性化に寄与するため、人口誘引施策として伊川谷駅南側の所管用地の

活用方法を見直し、集合住宅等の誘致を検討する。 

・令和４年度：事業者公募の準備、都市計画変更 

・令和５年度：事業者公募、選定 

・令和６年度以降：選定事業者による工事設計・着工 

 

（６）海岸線の集客増対策や地域活性化への貢献 

沿線に人が集まり、地域が元気になるよう、地域の活性化や応援を図る取り組みを他部

局や地域のキーマンと連携して実施し、乗客増につなげる。また、兵庫津ミュージアムの

グランドオープンやこども家庭センター・こべっこランドの移転に呼応して、ふさわしい

駅の雰囲気づくりを進めていくとともに、企画乗車券の発売やイベントなど連携事業を実

施し、海岸線の魅力向上とＰＲを図る。 

 

   （７）北神地域の地域活性化への貢献 

      谷上駅周辺の店舗や神戸電鉄との連携を一層深めていくことで、谷上駅の拠点化、北

神地域の活性化に貢献していく。乗車券と地域の飲食店や施設で利用できる金券・優待

券がセットになった「有馬グルメ＆湯けむりチケット」「有馬温泉太閤の湯クーポン」等

企画乗車券の発売のほか、ハイキング等イベントの実施により北神地域と神戸市街地と

の交流を促進する。 

 

 ５．安定的な経営基盤の確立  

（１）乗客増加対策の推進 

民間事業者と連携した利便性向上策など、新たな乗客増加対策を検討・実施するととも

に、引き続き、沿線地域の企業や店舗と連携したイベントの実施など乗客増加対策を実

施・検討する。 

・市街地中心部における移動利便性の向上策（三宮・エリア 110）の実施（再掲） 

・市バス IC カード２タッチ化による乗降データの活用した路線の検討（再掲） 

・地下鉄ポイントサービス導入による利便性の向上（再掲） 

・海岸線及び北神線の乗客増対策の実施（再掲） 

・拠点駅のリノベーションや保有用地の利活用（再掲） 

・摩耶山・六甲山等への輸送力強化のための急行バスの運行 

・スマホアプリを活用した乗車券やイベントの実施 
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・スタンプラリーや謎解き等沿線地域への周遊性を持たせたイベントの開催 

・映画やドラマ等とタイアップした SNS キャンペーン 等 

・沿線スポーツチームと連携した企画の実施 

 

（２）附帯事業の拡充 

①デジタルサイネージの設置拡充 

広告料収入の拡大や駅舎のイメージアップに向け、乗客数の多い三宮駅や JR と連絡す

る新長田駅において、駅施設のリニューアルにあわせてデジタルサイネージを設置する。 

 

          

 

 

 

 

▲三宮駅大型サイネージ設置予定箇所   ▲新長田駅サイネージ設置予定箇所 

 

 ②賃料収入増加に向けた取り組み 

  賃料収入増加に向けた駅ビルの改修や、既存の駅構内スペースの活用に引き続き取り

組んでいく。 

 ・（仮称）エキソアレ西神中央のオープン（再掲） 

・名谷駅ビルのリニューアル及び拡充（駅ビル北館の新設）（再掲） 

・駅構内へのワゴンやイベント等による出店数の拡大 

 

（３）将来の公営交通を担う人材の確保・育成 

採用要件の緩和のほか、短時間勤務職員の活用を引き続き行うなど、市民の足として安

定的な運行を継続していくために幅広い人材を確保する。また、女性の市バス運転士確保

に向けた施設の整備、採用広報としてセミナーへの参加やパンフレットの作成を行う。 

加えて、新たに交通事業に専属で従事することを想定した一般行政職員の募集を行う

ほか、将来の交通事業の中枢を担う職員の人材育成として、安全意識やサービス向上を目

的とした研修や、現場の管理監督業務に従事する職員を対象とした研修などに取り組む。 

 

（４）神戸交通振興㈱の解散に伴う円滑な業務の実施 

神戸交通振興㈱の解散に伴い、各業務を後継事業者等において着実に引継ぐとともに、円

滑に継続実施していく。 

業務 対応 

・駅ビル管理等の不動産業務 

（駅ビル・駅構内事業等） 

・㈱ＯＭこうべに不動産業務を集約 

※神戸交通振興㈱所有の建物については交

通局が取得 

・観光バス（シティー・ループ） 

・路線バス（山手線・山麓線） 

・シティー・ループは神姫バス㈱、神姫観光㈱

により運行 

・山手線は神姫バス㈱により運行 

・山麓線は交通局により運行 
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・地下鉄駅務業務 

（西神・山手線、海岸線） 

・近畿日本鉄道㈱に委託 

・市バス車両整備業務 

（車両工場、直営３営業所車庫） 

・市バス整備部門に統合し、直営化 

・定期券発売所 

（三宮駅・新長田駅・名谷駅・神

戸駅前営業所） 

・神姫バス㈱に委託 

 

・広告事業 ・阪急阪神マーケティングソリューションズ㈱

に委託 

 （今後のスケジュール） 

・令和４年３月 31日：神戸交通振興(株)のすべての事業を終了 

・令和４年４月１日：次期事業者等による業務の開始 

・令和４年４月末：解散、清算開始 
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≪地下鉄・市バスのダイヤ改正≫ 

 （１）ホームドア設置に伴うダイヤ改正 

西神・山手線、北神線へのホームドアの設置に伴い、各駅における停車時間が数秒ずつ増加す

ることから、令和４年６月にダイヤ改正を実施する。 

三宮到着時間 現状 ダイヤ改正後 

7:00～7:30 6 6（－） 

7:30～8:00 9 8（△1） 

8:00～8:30 10 9（△1） 

8:30～9:00 9 8（△1） 

合計 34 31（△3） 

 

 （２）新型コロナウイルス感染症拡大によるご利用状況に応じた減便の実施 

市バスでは、新型コロナウイルス感染症拡大に伴うライフスタイルの変化により、利用者が減

少傾向にあり、今後も感染拡大前のご利用状況に回復する見込みが少ないことから、令和 4 年 4

月 1 日より、ご利用状況に応じた減便やダイヤの改正を行う。なお、ご利用状況が復元した路線

については再度増便を行うなど見直しを検討する。 

運行本数合計（平日）Ｒ3 年度：5,835 本 → Ｒ4 年度：5,532 本（Δ5％程度） 

 

系統 運行区間 内 容 備考 
2 系統 阪急六甲～青谷～布引～地下鉄三

宮駅前～三宮神社（元町 1 丁目） 
往路 10 本、復路 11 本減便 

平日：往路 172 本 → 162 本 

復路 174 本 → 163 本 

令和 4 年

4 月 1 日

実施 
3 系統 吉田町１～東尻池２～名倉町～新

開地～吉田町１  
往路 10 本、復路 10 本減便 

平日：往路 72 本 → 62 本 

   復路 71 本 → 61 本 

5 系統 若草町～広畑橋～板宿～新長田駅

前～板宿～明神町～若草町 
往路 7本減便 

平日：66 本 → 59 本 

7 系統 市民福祉交流センター前三宮駅前

～平野～新開地～神戸駅前 
往路 6本、復路 7本減便 

平日：往路 105 本 → 99 本 

復路 105 本 → 98 本 

11 系統 神戸駅前～新開地～房王寺町５～

宮川町９～五位ノ池～板宿 
往路 14 本、復路 14 本 

平日：往路 83 本 → 69 本 

   復路 81 本 → 67 本 

19 系統 阪神御影～城ノ前～阪急御影～甲

南病院前～鴨子ヶ原（循環） 
往路 6本減便 

平日：往路 63 本 → 57 本 

21・22・

28(循環) 

系統 

西神中央駅前～美賀多台・樫野台～

春日台～西神中央駅前 
往路 1本 

平日：往路 50 本 → 49 本 

21・22・

28 系統※ 

西神中央駅前～美賀多台・樫野台～

西体育館 
往路 20 本、復路 16 本減便 

（うち、市バス 往路 20 本 復路 16 本減便） 

平日：往路 196 本 → 176 本 

     (市バス 109 本→ 89 本) 

   復路 210 本 → 194 本 

  （市バス 121 本→105 本） 

31 系統 

 

 

JR甲南山手～JR本山駅前～岡本９

～白鶴美術館前～渦森台 
往路 6本、復路 6本減便 

平日：往路 41 本 → 35 本 

   復路 43 本 → 37 本 
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系統 運行区間 内 容  
35 系統 魚崎車庫前～阪神御影南口～魚崎

車庫前 
往路 4本減便 

平日：往路 33 本 → 29 本 

 

38 系統 

 

阪神御影～東灘区役所前～白鶴美

術館前～渦森台 
往路 4本、復路 6本減便 

平日：往路 67 本 → 63 本 

   復路 72 本 → 66 本 

51 系統※ 

 

 

舞子駅前～東舞子小学校前～星陵

台～県商前～舞子高校前～学園都

市駅前 

往路 2本、復路 8本減便 

（うち、市バス 往路+3 本、復路+4 本） 

平日：往路 85 本 → 83 本 

  （市バス 26 本 → 29 本） 

   復路 89 本 → 81 本 

  （市バス 29 本 → 33 本） 

53 系統※ 

 

 

舞子駅前～本多聞５～舞子高校前

～学が丘～学園都市駅前 
往路 5本、復路 12 本減便 

(うち、市バス 往路 5 本 復路 14 本減便) 

平日：往路 123 本 → 118 本 

  （市バス 78 本 → 73 本） 

   復路 129 本 → 117 本 

  （市バス 83 本 → 69 本） 

54 系統※ 

 

 

舞子駅前～公団住宅前～多聞団地

センター～学園都市駅前 
往路 4本、復路 7本減便 

（うち、市バス 往路 5本 復路 4本減便） 

平日：往路 103 本 → 99 本 

（市バス 51 本 → 46 本） 

   復路 97 本 → 90 本 

  （市バス 51 本 → 47 本） 

55・58 

系統※ 

 

 

朝霧駅前～明舞センター～神陵台

（～伊川谷高校前） 
往路 13 本、復路 12 本減便 

（うち、市バス 往路 3本、復路 3 本減便） 

平日：往路 102 本 → 89 本 

     (市バス 34 本 → 31 本) 

   復路 96 本 → 84 本 

  （市バス 33 本 → 30 本） 

64 系統 三宮駅ターミナル前（三宮駅前）～

新神戸駅前～箕谷駅前～神戸北町 
往路 5本、復路 8本減便 

平日：往路 114 本 → 109 本 

復路 128 本 → 120 本 

70 系統 名谷駅前～白川台センター～白川

台 
往路 14 本、復路 10 本減便 

平日：往路 85 本 → 71 本 

   復路 88 本 → 78 本 

73 系統 

 

 

名谷駅前～北須磨団地～友が丘～

妙法寺駅前 
往路 12 本、復路 12 本 

平日：往路 92 本 → 80 本 

復路 92 本 → 80 本 

77 系統 名谷駅前～須磨東高校前～白川台

４～北落合２～名谷駅前 

往路 9本減便 

平日：105 本 → 96 本 

78 系統 名谷駅前～竜が台７～南落合４～

須磨東高校前～名谷駅前  

往路 12 本減便 

平日：70 本 → 58 本 

81 系統 須磨一の谷～新長田駅前～須磨一

の谷  

往路 7本減便 

平日：49 本 → 42 本 

92 系統 石屋川車庫前～水道筋3丁目～三宮

センター街東口～三宮神社（元町 1

丁目） 

往路 8本、復路 7本減便 

平日：往路 99 本 → 91 本 

復路 99 本 → 92 本 

       ※21・22・28 系統は神姫バスとの運行本数の合計 

※51・53・54・55・58 系統は山陽バスとの運行本数の合計 

※山陽バス 48系統については、往路 1 本・復路 4本の減便を予定（市バス 171 系統に変更なし） 
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≪市バスご利用状況の見える化≫ 

１．路線ごとのご利用状況のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 系統における期間内における平日の平均車内乗車人員数を記載 

 

２．路線ごとの収支状況のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

営業係数を記載 

 

ご利用状況を案内するQRコード 
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≪経営状況の市民への発信・共有≫  
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